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二
〇
二
三
年
四
月
十
五
日 

次
号
は
七
月
発
行
予
定 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

椨
（
タ
ブ
）
の
木
に
見
守
ら
れ
て 

  

せ
っ
か
く
湘
南
で
子
育
て
を
し
て
い
る
の
だ

か
ら
息
子
た
ち
に
海
や
山
で
い
っ
ぱ
い
自
然
に

触
れ
て
育
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
で
長
男

は
小
学
１
年
生
か
ら
、
次
男
は
年
中
さ
ん
か
ら

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
団
し
、
キ
ャ
ン
プ
や
ハ

イ
キ
ン
グ
に
は
母
親
の
私
も
つ
い
て
い
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。
や
が
て

子
ど
も
た
ち
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
卒
業
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
好
き
な
道
に
進
み
、
い
つ
の
間
に

か
私
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

 

60
年
前
に
逗
子
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
出
来
た
時
か
ら

披
露
山
の
斜
面
に
披
露
山
本
部
と
呼
ん
で
い
る
広
場
が
あ

り
ま
す
。
本
部
の
真
ん
中
に
は
大
き
な
タ
ブ
の
木
が
あ
り
、

い
つ
も
変
わ
ら
ず
に
私
た
ち
の
春
夏
秋
冬
を
見
守
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
夏
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
本
部
の
建
屋

に
泊
ま
っ
た
こ
と
、
野
外
で
ピ
ザ
や
餃
子
を
つ
く
っ
て
食
べ

た
こ
と
、
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
で
子
ど
も
た
ち
の

到
着
を
心
配
し
な
が
ら
待
っ
て
い
た
こ
と

。 

コ
ロ
ナ
禍
で
ス
カ
ウ
ト
活
動
も
休
止
し
た
り
、
ラ
イ
ン
や

ズ
ー
ム
で
の
活
動
を
し
た
り
大
変
な
時
期
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

自
然
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
、
２
月
に
『
ワ
ク
ワ
ク
自

然
体
験
遊
び
』
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
沢
山
の
親
子
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

タ
ブ
の
木
の
花
言
葉
は
鎮
魂
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
タ
ブ
の

木
に
見
守
っ
て
も
ら
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
け
る
こ
と
を

改
め
て
嬉
し
く
感
じ
る
今
年
の
春
で
す
。 

 

文
： 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
逗
子
第
一
団 

 

ビ
ー
バ
ー
隊 

 

千
葉 

敦
子 

 

絵：タケノコ 

M.N（小４当時） 

絵：披露山の椨の木 

M.N（中二） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎二階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

逗子市HPやフェイスブックも⾒てね︕ 

かぐのみ幼稚園 

沼間４丁目 

ポケットパーク 

逗子５丁目 

民地でありながら、通行人に向けて開かれたポケット
パークとして提供されています。樹木やベンチも適切
に維持管理されており、素敵な街角のスポットとして、 
まちなみ景観に貢献しています。 
 

門のかわりに石階段と大きな銀杏が幼稚園と道路の
境界となっており、樹木と地形を活かした素敵な外構
です。また、大きな銀杏の木と小さな園児の対比が
かわいらしく、まちなみに潤いを与えています。 
 

まちなみデザイン逗子賞のご紹介 

建築物（個人宅）と外構 

逗子６丁目 

表彰 
応募部門⑤ 

景観賞（1992～200６年市民団体による活動）になっ
ている素晴らしい竹垣を残して住宅の建て替えをしてい
ます。歴史的な趣きを継承する模範事例です。 
 

建築物（個人宅）と外構 

新宿２丁目 

表彰 
応募部門⑦ 

景観賞（1992～2006 年市民団体による活動）になっ
ている古くから存する長い石垣を現在でも残していま
す。クロマツを主体とした樹木と調和した歴史的な趣き
を継承する模範事例です。 
 

まちなみデザイン MAP はこちらから → 

金剛寺の入口に立派な庚申塔があり、わくわくしま

した。その中の石塔の一つの、宝暦４年 1754 年で、

笠付型の高さ 89cm、巾 28cm の石仏を描かせて

頂きました。この石仏は、日と月、青面金剛、邪鬼、

ニ鶏三猿、餓鬼、と資料に記されていました。邪鬼

が力強く彫られ、面白いポーズで、強面の青面金剛

の右足に踏まれている姿は、ユーモアたっぷりでし

た。資料に、石工の遊び心が窺われる珍しい作例と

表記がありました。三猿の姿が見当たらなく、気に

なりました。光の当たり方により最初は見落として

しまった三猿を再度出かけて、発見しました。赤子

の様な足の組み方の見猿と、邪鬼の左側の聞か猿と

右側の言わ猿のあどけない仕草が可愛くて、楽しま

せて頂きました。三浦海岸の岩浦福寿寺にも同じ姿

の宝暦４年の庚申塔の存在を知り、是非出会いたい

と思いました。 

文・イラスト：田中 慶美 

表彰 
応募部門④ 

表彰 
応募部門⑥ 

おススメの景観もコースに！ 

自転車・ウォーキングでポイントをめぐる 

「ツール・ド・逗子」 

日 時 5 月 28 日（日）9時～17 時 

（16時まで、何時からでもスタートできます） 

スタート・ゴール 亀岡八幡宮 

参加料 大人(13 歳以上)200 円、 

小学生以下 100 円 ※保険料込 
ルール 約 20 ポイントの中から自分の体力
と関心に合わせて 4ポイント以上を選んで回
ります。 
主 催 歩行者と自転車のまちを考える会 
問合せ 090-1694-1207（白川） 

自転車や歩きで逗子を中心に三浦半島の観光
を兼ねて、景観の良いスポットやお店をめぐ
るクイズ＆ポイントラリーです。 
地域発見とエコツーリズムイベントで、楽し
みながら日常の交通安全（自転車の左側通行
など）について再認識してもらうことを目標
にしています。 

金剛寺 

逗子市桜山 7-10-20 


